
　市長マニフェストを織り交ぜ、施策横断的に連携し、推進するための道しるべとなる計画とします。

　本市が持つアドバンテージを最大限に活かしていくため、選択と集中のもと量から質への転換により、木更津
の魅力と求心力を高め、木更津アイデンティティ（木更津らしさ）を育む施策等を明らかにします。

　市場原理に委ねる分野、行政が主体的に取り組む分野を明らかにするとともに、市民の理解のもとでスクラム
を組みながら推進するまちづくりの方向性を明らかにします。

◇木更津力を発揮する4つの重点テーマ

きさらづ未来 活力創造プラン（木更津市第1次基本計画）
がスタートしました 企画課	 ☎（23）7425

	 （23）9338

（1）将来都市像及び市長マニフェストの実現に向けた4か年の道しるべとなる計画

（2）優先すべき施策等を明らかにする計画

（3）市民総出のまちづくりの方向性を明らかにする計画

　今後4か年のまち
づくりにおいて、施策
横断的に重点的に取
り組むことにより、そ
れぞれの施策の実効
性や相乗効果を生み
出し、もって本プラン
の推進力を高めます。

◇計画期間
平成27年度〜30年度（4か年）

◇めざすべき方向性・ねらい

◇計画策定の趣旨
　本市では、これまで積み重ねてきた施策の効果や東京湾アクアラインの
通行料金引下げ継続、首都圏中央連絡自動車道の延伸等を背景に、定住・
交流の人口増加や企業立地の進展、大型集客施設の集積等により、新
たなにぎわいや雇用が創出されるなど、まちの活力が向上しつつあ
ります。
　一方、本市においても今後到来する人口減少を見据え、将来
に向けたまちづくりの仕組みづくりや行政運営の土台をしっ
かりと築き上げていく必要があります。
　そこで、平成26年3月末に改訂した基本構想に掲げ
る将来都市像の実現に向け、これまでのまちづくり
の成果を踏まえつつ、将来を見据えた中で、さま
ざまな主体とスクラムを組みながら、まちづく
りを進めていくための道しるべとして本プ
ランを策定しました。

）

基本構想

実施計画

きさらづ未来 活力創造プラン
（基本計画）

●目標年次
西暦2030年（平成42年）

●将来都市像
魅力あふれる　創造都市　きさらづ

～東京湾岸の人とまちを結ぶ躍動するまち～
●基本理念　人・結ぶ・創造・躍動
●将来人口　14万人と見込む

平成27年度～平成30年度
●総論：策定趣旨、位置づけ、人口見込み、めざすべき方向性・ねらい、
　　　　木更津力を発揮する重点テーマ、施策体系、計画事業費、進行管理
●各論：基本政策別施策体系（目標、現状と課題、施策の方向性、主な取組）

単年度
●基本計画に位置づけた事業のうち、予算編成と連動させた事業計画（単年度）

木更津市
総合計画の
構成

木更津っ子を
育むまち

安心安全な暮らしを
守るまち

にぎわいが
循環するまち

市民と創る
持続可能なまち

木更津っ子を育む
充実した子育て

環境

木更津っ子を育む
特長ある
教育環境

木更津っ子に
引き継ぐ豊かな
自然環境

魅力ある
住環境の整備

災害に強く安心
安全なまちづくり

の推進

健康でいきいき
とした暮らし
づくりの推進

にぎわいの創出による交流人口の増加
にぎわいの循環による地域経済の活性化

人口減少を前提としたまちづくりの仕組みづくりや
行財政運営の土台づくり
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◇実施計画
　実施計画は、基本計画に位置づけた事業のうち、予算編成と連動させた単年度
の事業計画で、毎年3月末に公表します。

◇基本方向別の主な基本計画事業等 ■は基本計画事業　　□は主な事業　（掲載は施策体系順）

本プランは、行政資料室（市役所2
階）・図書館・公民館・市ホームページ
でご覧になれます。

◇保健・医療の充実
◇社会福祉の充実
◇防災・消防体制の充実
◇生活安全の充実

□（仮称）休日救急センター整備事業　□特定健康診査・特定保健指導事業
□通所型介護予防事業　□市民後見人養成講座事業
■防災行政無線デジタル化整備事業　■消防本部庁舎整備事業
■40ｍ級はしご付消防自動車購入事業　□ＬＥＤ防犯灯整備事業
□消費生活センター事業� 【計画事業費計　3,628百万円】

◇子育て支援の充実
◇学校教育の充実
◇青少年の健全育成

□認可外保育施設利用者助成事業　□子ども医療費助成事業
□特別保育事業　■小中学校耐震対策事業　■中郷小中学校施設整備事業　
□読書相談員配置事業　□スクール・サポート・ティーチャー配置事業
□外国語指導助手（ＡＬＴ）配置事業　□算数・数学検定事業
□幼児言語教室運営事業　□放課後子ども総合プラン事業
� 【計画事業費計　3,385百万円】

◇企業誘致の推進
◇産業の振興
◇観光の振興
◇広域交流・
���国際交流の推進

□企業誘致奨励金　■東京湾漁業総合対策事業
■(仮称）木更津市産業・創業支援センター事業
□映像支援事業　□週末木更津計画推進事業
□みなとまち木更津推進協議会運営事業
■金田総合高速バスターミナル整備事業　■道の駅等交流拠点整備事業
□国際施策推進事業� 【計画事業費計　809百万円】

◇社会教育の推進
◇スポーツ・レクリエーションの振興
◇市民文化の充実
◇人権擁護・
���男女共同参画の推進

■社会教育施設耐震対策事業　□サタデースクール事業
□生涯学習市民公開講座事業　■江川総合運動場拡張整備事業
■体育施設耐震対策事業　■全国大会等出場奨励金事業
□博物館特別展事業　□木更津市史編集事業　□金鈴塚古墳共同研究事業
� 【計画事業費計　917百万円】

◇土地利用の適正化
◇都市環境の充実
◇交通環境の充実
◇生活環境の充実
◇自然環境の保護・環境の保全

■金田西特定土地区画整理事業負担金　■公園整備事業
■吾妻公園改修事業　□景観まちづくり推進事業　■中野畑沢線整備事業
■草敷潮見線整備事業　■道路ストック総点検事業
□君津地域水道事業広域統合化に関する事業　■環境基本計画改定事業�
� 【計画事業費計　3,925百万円】

◇市民参加の推進・情報発信力の強化
◇協働の推進
◇質の高い行財政運営の推進
◇広域行政の推進
◇ICT活用の推進

□ホームページ活性化事業　■（仮称）市民活動支援センター整備事業
□市民協働のまちづくり活動支援事業
■（仮称）金田地域交流センター整備事業　■庁舎整備事業
■土地開発公社経営健全化計画に伴う土地購入費　�■番号制度導入事業
■公共施設等総合管理計画策定事業　■健康管理タブレット端末事業
� 【計画事業費計　4,000百万円】

1.�安心・安全でいきいきとした�
暮らしづくり

2.子どもを育む環境づくり

3.まちを支える人づくり

4.まちのにぎわい・活力づくり

5.まちの快適・うるおい空間づくり

6.構想の実現に向けて

　本プランでは、持続可能な行財政運営に向けて、「木更津市中期財政計画」において、政策的に実施する事業等に充当が可能
な一般財源額を精査し、この範囲の中で、4か年に重点的に実施する事業として基本計画事業を絞り込みました。この4か年の計
画事業費総額は16,664百万円です。


